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１．ステップアッププログラム（SUP）の概要



伊勢志摩国立公園ステップアッププログラム（SUP）の概要

ステップアッププログラム（SUP）とは：

国立公園のビジョンの実現に向け、地域の多様な関係者とともに
実施すべき取組方策や役割分担等について定める行動計画。

国立公園では、H28から国立公園の保護と利用の好循環により優
れた自然を守り地域活性化を図る「国立公園満喫プロジェクト」
を推進しており、これを機に「ステップアッププログラム」が策
定されることとなった。

官⺠⼀体となった地域主体による、国立公園の利用促進と保護の
取組を進めるロードマップとして機能する。
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伊勢志摩国立公園ステップアッププログラム（SUP）の経緯

関係する出来事目標計画期間計画名
2016年：「国立公園満喫プロ
ジェクト」先行８公園選定

2020年頃：コロナ禍はじまる

• 訪日外国人の利用者数を
2020年までに10万人に増加
させる
（2015年の利用者数3.3万
人の3倍）

2016年〜2020年伊勢志摩国立公園
SUP2020

2023年頃：コロナ禍の収束

2025年：伊勢志摩国立公園ビ
ジョン策定

• 訪日外国人の利用者数を
2025年までに新型コロナウ
イルス感染症の影響前であ
る2019年の本国立公園の訪
日外国人利用者数7.1万人
に回復させる

2021年〜2025年伊勢志摩国立公園
SUP2025

2026年：伊勢志摩国立公園指定
80周年

• 今年度検討・策定2026年〜2030年伊勢志摩国立公園
SUP2030

※SUP2025策定時は
コロナ禍にあり、大
幅な変更は行わない
方針で策定した。

5



伊勢志摩国⽴公園ステップアッププログラム2025 概要
伊勢志摩国立公園のコンセプト：

悠久の歴史を刻む伊勢神宮 人々の営みと自然が織りなす里山里海
本プロジェクトで目指す将来像：

至る所に存在する人と自然の結び目に触れられる 人々が寄せては返す波のように訪れる国立公園
• 国立公園の魅力である景観や利用環境が適切に守られている。
• 利用者が必要とする情報や目的とする場所にストレスなくアクセスできる。
• 様々な利用者にとって、国立公園の魅力に触れることができる環境が整っている。
• 安心・安全・快適に滞在できる環境が整っている。
• 利用者の様々な目的に対応できる環境が整っている。

基本方針：
視点1→上質な展望環境及び快適な利用環境の整備
視点2→観光資源の磨き上げによるストーリー性を持った質の高い自然体験等の提供
視点3→人々の営みと自然が織りなす優れた景観の保全

ターゲット（メインターゲット）：欧米豪の訪日旅行者
目標（訪日外国人利用者数）：7.1万人（2019）→7.1万人（2025）※コロナ影響前までの回復
重点施策・集中的に取組む事項：

1)ワーケーションの推進（コロナ対策・質の高い自然体験等サービスの提供）
2)交通アクセス等の充実
3)拠点施設の機能強化
4)景観改善
5)エコツーリズムの推進 6
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２． SUP2025の成果の調査スケジュール
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SUP2025の効果検証、ヒアリン
グ・個別調整を踏まえて

SUP2030骨子案を作成

協議会構成員に対する
ヒアリングや個別調整①

第
１
回
地
域
協
議
会

SUP2030

骨子案の
肉付け

SUP2030

原案の決定

２． SUP2025の成果の調査スケジュール

第
１
回
幹
事
会

SUP2030

策定について検討

第
２
回
幹
事
会

SUP2030骨子案、ヒアリングや
個別調整に基づき
原案を作成

第
２
回
地
域
協
議
会

第
３
回
幹
事
会

SUP2030

案の承認

協議会構成員に対する
ヒアリングや個別調整②

7/46/3 3/3

SUP2025の
成果の

調査・分析

SUP2025

について効果検証

■今年度の実施内容
• SUP2025の達成状況等の現状を調査し、効果検証を行った上で、整理する。
• SUP2030の検討・作成を行うために、数値目標等の更新を行う。
• 昨年度策定した「伊勢志摩国立公園ビジョン」を実現するための情報整理。

→ヒアリングや情報提供にご協力お願いいたします。
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３． 統計資料の調査結果
2-1. SUP2025数値目標の達成状況
2-2.現状分析



備考2025年
目標値

達成率
（目標値と比較）2024年時点2023年時点2022年時点2021年時点2020年時点2019年時点指標#

786万人100.3％-788万人694万人472万人576万人786万人利用者数共通1

7.1万人132.4%9.4万人6.7万人※1※1※17.1万人訪日外国人
公園別・国立公園区域内8.9万人62.9％5.6万人5.3万人0.7万人0.1万人2.1万人8.9万人訪日外国人宿泊客

延数
2

公園別・国立公園区域内287.7万人99.9％278.3万人262.2万人255.6万人194.5万人209.0万人287.7万人日本人

90,628円210.4％190,724円61,623円※3※2※290,628円訪日外国人1人当たり
の支出額

3

32,942円148.7％48,972円32,101円34,933円※2※232,942円日本人
国立公園内宿泊数1.8泊172.2％3.1泊0.4泊※3※2※21.8泊訪日外国人滞在日数4

同上1.2泊100％1.2泊1.2泊2.3泊※2※21.2泊日本人
7段階の選択回答の
うち「7.大変満足」
割合

49.4%53.2％26.3%40.8%※3※2※249.4%訪日外国人
満足度5

同上28.7%84.3％24.2%25.8%22.5%※2※228.7%日本人

15.5%458.7％71.1%18.4% ※3※2※215.5%訪日外国人再訪率（2
回以上）

個別6

57.7%124.6％71.9%68.5% 74.5%※2※257.7%日本人

−99.4％89.5％81.6％※3※2※290.0％訪日外国人友人･知人
への推奨
意向

参
考

−68.9％61.7％64.3％65.1％※2※286.5％日本人

2-1.SUP2025数値目標の達成状況

【出典：環境省データ】

目標7.1万人を達成

※1 新型コロナウイルス感染症の影響により入国が制限され、推計に用いてい る観光庁「訪日外国人消費動向調査」に中止期間があり年間人数の算出不可
※2 新型コロナウイルス感染症の影響により利用者数が減少したため調査中止
※3 訪日外国人については訪日旅行の再開状況を鑑み回答数は確保が困難と見込まれたことから、過年度業務まで実施していた手法の改良検討を主目的にアジア・欧米豪計 12 カ国・
地域を対象とした Web アンケートパネル調査を実施。日本人利用者対象の調査と同じ内容を把握するのに十分なサンプルが得られない公園もみられた。
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（参考）他の国立公園の目標達成状況（利用者数：訪日外国人）

【出典：国立公園満喫プロジェクト第18回有
識者会議 資料】
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（参考）他の国立公園の目標達成状況（利用者数：訪日外国人）

【出典：国立公園満喫プロジェクト第18回有
識者会議 資料】
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（参考）他の国立公園の目標達成状況（宿泊者数）

【出典：国立公園満喫プロジェクト
第18回有識者会議 資料】
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（参考）他の国立公園の目標達成状況（支出額）

【出典：国立公園満喫プロジェクト第18回有
識者会議 資料】

14

（日本人） （訪日外国人）



（参考）他の国立公園の目標達成状況（平均泊数）

【出典：国立公園満喫プロジェクト第18回有
識者会議 資料】
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（日本人） （訪日外国人）



（参考）他の国立公園の目標達成状況（満足度）

【出典：国立公園満喫プロジェクト第18回有
識者会議 資料】

16

（日本人） （訪日外国人）



（参考）他の国立公園の目標達成状況（リピーター率）

【出典：国立公園満喫プロジェクト第18回有
識者会議 資料】

17

（日本人） （訪日外国人）



（参考）その他の指標（知人・友人への推奨意向）

【出典：国立公園満喫プロジェクト第18回有
識者会議 資料】

18

（日本人） （訪日外国人）
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３． 統計資料の調査結果
2-1. SUP2025数値目標の達成状況
2-2.現状分析



伊勢志摩ステップアッププログラム2025掲載図

伊勢志摩国立公園SUP 訪日外国人 国・地域別構成比

20

訪日外国人実利用者数推計値 国籍地域別構成比（R1）

※R6のデータ無し

※国立公園全体

訪日外国人実利用者数推計値 国籍地域別構成比（R6）

【出典：伊勢志摩国立公園ステップアッププログラム2025】



訪日外国人 国・地域別構成比

伊勢志摩国立公園SUP 訪日外国人 国・地域別構成比

【出典：H31/R1 伊勢市外国人観光客実態調査】 21

国別入込客数（R6）国別入込客数（R1）

伊勢市
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台湾
21.9%

 香港
15.7%

 タイ
6.9% 中国
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伊勢志摩国立公園SUP 訪日外国人 国・地域別構成比

【出典：鳥羽市観光統計】 22

国別入込客数（R6）国別入込客数（R1）
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訪日外国人 国・地域別構成比

伊勢志摩国立公園SUP 訪日外国人 国・地域別構成比

【出典：志摩市観光統計】 23

国別宿泊客数（R6）国別宿泊客数（R1）
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訪日外国人 観光入込客数

伊勢志摩国立公園SUP 訪日外国人 国・地域別構成比

【出典：南伊勢町提供データ】 24

令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年
日帰り 内外国人 388 132 16 68 198 392

宿泊内外国人 63 192 43 16 44 59
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南伊勢町観光入込客数（日帰り、宿泊）

日帰り 内外国人 宿泊内外国人

※国・地域別構成比のデータ無し南伊勢町



出典：伊勢志摩ステップアッププログラム2025より

北海道・東北 1.5%

関東

17.5%

中部（三重県除く）

23.2%
三重県

17.3%

関⻄

34.9%

中四国 3.3%

九州・沖縄 1.4% 海外 0.2% 不明 0.7%

観光客の居住地（平成２９年）

北海道・東北 2.6%

関東

40.1%

中部（三重県除く）

20.5%

三重県

9.3%

関⻄

23.6%

中四国 2.4%

九州・沖縄 1.5%

観光客の居住地（令和６年）

【出典：伊勢志摩観光コンベンション機構 平成29年旅行者アンケート】 【出典：伊勢志摩観光コンベンション機構 令和６年度旅行者アンケート】

伊勢志摩国立公園SUP 国内利用者 観光客の居住地

伊勢志摩ステップアッププログラム2025掲載図
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■関係する出来事
1964年 伊勢志摩スカイライン開通
1973年 第60回式年遷宮
1993年 第61回式年遷宮
1993年 伊勢自動車道全線開通
1994年 第5回ジャパンエキスポ（世界祝祭博覧会/まつり博・三重'94）
1994年 (近鉄)伊勢志摩ライナー運転開始(上本町〜賢島間および名古屋〜賢島間)

1994年 (近鉄)志摩スペイン村テーマパーク開業
1996年 伊勢志摩国立公園指定50周年
1999年 横山ビジターセンター開館

【出典：環境省データ】

伊勢志摩国立公園利用者数（国内・海外合計）

2004年 伊勢湾岸ルート開通
2013年 第62回式年遷宮
2013年 紀勢道ルート開通
2016年 「Ｇ７伊勢志摩サミット2016」開催
2016年 国立公園満喫プロジェクト先行8公園に選定
2018年 横山展望台展望デッキ供用開始
・・・
2033年 第63回式年遷宮

1994年：近鉄伊勢志
摩ライナー運行開始、
志摩スペイン村開業

2016年：満喫プロ
ジェクト開始 2020〜21年頃

コロナ禍の影響
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【出典：環境省データ】



2024202320222021202020192018201720162015

55,89852,6047,4581,06820,79189,09889,14381,00579,47463,640外国人

2,783,1022,621,6222,556,0121,945,3632,090,3512,877,2273,120,7483,176,2853,909,4453,962,837日本人

外国人延べ宿泊者数、日本人延べ宿泊者数*1

*1 延べ宿泊者数：当該国立公園内の宿泊施設の利用者数の合計人数（子供や乳幼児を含む）。1人の利用者が複数の宿泊施設を利用すると重複して計上される（例：1人の利用者が3つの施設をを利用すると3人泊）。

（単位：人）
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【出典：環境省データ】

伊勢志摩国立公園 外国人・日本人延べ宿泊者数推計値（年間）
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伊勢志摩国立公園 ビジターセンター等の利用者数

【出典：環境省データ】

【出典：環境省データ】 28
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【出典：三重県観光客実態調査報告書 地域別・月別入込客数、南伊勢町提供データ】

伊勢志摩国立公園に関わる観光資源の利用者数
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H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

鳥羽の離島（４島） 199,936 195,244 184,750 180,377 177,737 172,205 122,463 103,751 118,938 128,935
パールロード鳥羽展望台 214,926 220,823 218,487 189,917 186,054 181,221 129,116 98,637 90,929 150,098
英虞湾景観 96,878 108,494 153,974 146,865 130,183 134,267 81,189 65,525 349,409 483,386
鵜倉園地 9,043 17,669 33,584

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000
鳥羽の離島（４島）

パールロード鳥羽展望台

英虞湾景観

鵜倉園地

※１横山展望台、横山ビジターセンター、安乗埼灯台、志摩BG、賢島スポーツガーデン、阿児の松原海⽔浴場、松原スポーツセンター、⻑沢ファーム、伊勢志摩SUP、WSL伊勢志摩、伊勢志摩ツーデーウォークを
英虞湾景観の地点として報告。施設は月ごとの来場者を、イベントは参加者人数を集計。令和4年の5月から横山展望台のデータ追加。
※２見江島展望台・たちばな展望台の共通入口あたりに赤外線カウンター設置（R3.3月設置）

※２

※１



伊勢志摩国立公園 訪問中の満足度

【出典：環境省データ】
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伊勢志摩国立公園 訪問中の重要度

【出典：環境省データ】
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満足度と重要度の関係

【出典：環境省データ】 32



満足度と重要度の関係

【出典：環境省データ】 33



マスタータイトルの書式設定
もくじ

４．SUP2025の取組状況
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１）ワーケーションの推進

取組数 着手済み
着手済みの
取組％

主体数（のべ）
着手済み主体（の

べ）

着手済み主
体％

10 7 70% 10 7 70%

２）交通アクセス等の充実

取組数 着手済み
着手済みの
取組％

主体数（のべ）
着手済み主体（の

べ）

着手済み主
体％

6 5 83% 8 7 88%

３）拠点施設の機能強化

取組数 着手済み
着手済みの
取組％

主体数（のべ）
着手済み主体（の

べ）

着手済み主
体％

40 37 93% 46 42 91%

４）景観改善

取組数 着手済み
着手済みの
取組％

主体数（のべ）
着手済み主体（の

べ）

着手済み主
体％

30 25 83% 39 30 77%

５）エコツーリズムの推進

取組数 着手済み
着手済みの
取組％

主体数（のべ）
着手済み主体（の

べ）

着手済み主
体％

34 29 85% 39 32 82%

 重点施策・集中的に取組む事項

△集計方法
・「令和６年度伊勢志摩国立公園地域協議会第
２回協議会資料・SUP2025取組進捗とりまとめ
表」より進捗を集計
・今後も精査を行う予定

伊勢志摩国立公園SUP2025 取組状況伊勢志摩国立公園SUP2025 取組状況（重点施策・集中的に取組む事項）
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伊勢志摩国立公園SUP2025 取組状況
 エリア別

着手済み
主体％

着手済み主
体（のべ）

主体数（の
べ）

着手済みの
取組％着手済み取組数取組区分対象範囲

100%33100%11ⅰ）交通アクセス等の充実伊勢市
エリア 86%6783%56ⅱ）利用拠点における施設の充

実
77%1013100%88ⅲ）案内機能の充実

100%44100%44ⅳ）利便性の向上

75%3467%23ⅴ）環境配慮型の受入環境づく
り

100%77100%66ⅵ）景観改善

100%11100%11ⅶ）エコツーリズムの推進

87%343993%2729計

100%22100%22ⅰ）ワーケーションの推進鳥羽市
エリア 100%11100%11ⅱ）交通アクセス等の充実

100%33100%33ⅲ）拠点施設の機能強化

50%1250%12ⅳ）利用拠点における施設の充
実

40%2550%24ⅴ）案内機能の充実

100%33100%33ⅵ）利便性の向上

0%010%01ⅶ）環境配慮型の受入環境づく
り

71%5780%45ⅷ）景観改善

75%3475%34ⅸ）エコツーリズムの推進

57%4757%47ⅹ）キラーコンテンツである海
女文化の保存・継承の取組

69%243572%2332計

着手済み
主体％

着手済み主体
（のべ）主体数（のべ）着手済みの

取組％着手済み取組数取組区分対象範囲

33%1333%13ⅰ）ワーケーションの推進志摩市
エリア 50%1250%12ⅱ）交通アクセス等の充実

100%99100%88ⅲ）横山ビジターセンターの機能強
化

86%121491%1011ⅳ）利用拠点における施設の充実

43%3740%25ⅴ）案内機能の充実

100%22100%22ⅵ）利便性の向上

83%5680%45ⅶ）環境配慮型の受入環境づくり

61%111867%812ⅷ）景観改善

73%81180%810ⅸ）エコツーリズムの推進

67%4667%46ⅹ）キラーコンテンツである海女文
化の保存・継承の取組

72%567875%4864計

100%99100%99ⅰ）利用拠点における施設の充実南伊勢
町エリ

ア
100%22100%11ⅱ）拠点施設の機能強化

100%33100%33ⅲ）案内機能の充実

------ⅳ）利便性の向上
100%11100%11ⅴ）環境配慮型の受入環境づくり

100%55100%55vi）景観改善

100%66100%44ⅶ）エコツーリズムの推進

100%2626100%2323計

伊勢志摩国立公園SUP2025 取組状況（エリア別）
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マスタータイトルの書式設定

取組成果（抜粋）
• 重点施策・集中的に取組む事項
• その他取組

伊勢志摩国立公園SUP2025 取組成果（抜粋）
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１）ワーケーションの推進

取組数 着手済み
着手済みの
取組％

主体数（のべ）
着手済み主体（の

べ）

着手済み主
体％

10 7 70% 10 7 70%

 ワーケーションを含む鳥羽の関係人口の増加を目的として、鳥羽
ファンポータルサイト『とばる』と公式Facebook『とばり隊』
において住⺠と関係人口の交流の場を作成した。 …（鳥羽市）

 令和4年度に開設した三重県鳥羽市の短期就労プラン紹介サイト
『ワーキングホリデーat鳥羽』を活用し、“国立公園で暮らしなが
ら働く”をテーマに情報発信の強化を行った。 （鳥羽市）

取組例（鳥羽市）取組例（三重県雇用経済部）

伊勢志摩国立公園SUP2025 ワーケーションの推進

【出典：伊勢志摩国立公園地域協議会資料】

 2022年３月 三重県のワーケーションポータルサイトをリ
ニューアル

三重県のワーケーションポータルサイト「とこワク」

●SUP2025記載内容
• テレワーク環境の整備や滞在者に提供する自然体験等のプログラムの企画や造成を行う。
• 体験プログラムは、観光資源の磨き上げによるストーリー性を持った質の高いプログラムとなるよ

う留意する。検討にあたっては伊勢志摩国立公園エコツーリズム推進協議会を主体に、プログラム
の造成やブラッシュアップを図る。

• Wi-Fi 環境の整備等、テレワーク環境の整備を推進するとともに、利用側と受入施設のマッチング支
援やプロモーション、情報発信を行う。
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取組例（関係事業者）
 国立公園の自然を活用した滞在型観光コンテンツ造成・受入環境整備



２）交通アクセス等の充実

取組数 着手済み
着手済みの
取組％

主体数（のべ）
着手済み主体（の

べ）

着手済み主
体％

6 5 83% 8 7 88%

取組例（近畿日本鉄道） 取組例（伊勢市）

【出典：令和６年度伊勢志摩国立公園地域協議会第２回協議会資料】

 クレジットカード等のタッチ決
済→近鉄線全駅※で、タッチ決
済対応のカード（クレジット、
デビット、プリペイド）や同
カードが設定されたスマート
フォン等による鉄道の乗車サー
ビスを開始。
※柏原駅、生駒鋼索線の各駅を
除く。

 「観光列車『つどい』サイクルトレインーKettAー」の運行を実施。
伊勢志摩地域におけるサイクルツーリズムの機運を高めることを
目的として、観光列車「つどい」にサイクルスタンドを設置し、
自転車をそのまま車内に積載できるサイクルトレインを運行。
※運行は不定期。

 朝熊山を訪れる方向けに、近鉄五十鈴川駅と朝熊山上間で参宮バ
スを引き続き運行。（伊勢市･三重交通） 【土日祝、お盆、年末
年始】

 伊勢神宮へ向かう車両による交通渋滞を緩和するため、パーク＆
バスライド等の実施、バス専用レーンの設置、ホームページ等に
よる情報提供を実施予定。

＜参考写真：参宮バス＞

伊勢志摩国立公園SUP2025 交通アクセス等の充実

【出典：令和６年度伊勢志摩国立公園地域協議会第２回協議会資料】

●SUP2025記載内容
• ＩＣＴを活用した交通サービス等の検索・予約・決済の⼀元化（ＭaaＳ）の構築を目指す。
• 取組をPR するとともに、旅の目的地やそこで体験するコンテンツをブラッシュアップし、その魅力

や満足度を高めることに加え、MaaS を活用することで伊勢志摩国立公園への来訪者の増加を図る。
• 交通渋滞を緩和するためパーク＆バスライドやパーク＆シップライドの実施、バス専用レーンの設

置、臨時駐車場の設置等を行う。
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３）拠点施設の機能強化

取組数 着手済み
着手済みの
取組％

主体数（のべ）
着手済み主体（の

べ）

着手済み主
体％

40 37 93% 46 42 91%

取組例（鳥羽ビジターセンター）

伊勢志摩国立公園SUP2025 拠点施設の機能強化

【写真：伊勢志摩国立公園協会HP http://www.ise-shima.or.jp】

●SUP2025記載内容
• ビジターセンター等の拠点施設において、職員の対応能力の強化、提供する自然体験

プログラムの充実、情報発信機能の強化、国立公園利用に必要な物販、多言語対応の
充実等の取組を行う。

取組例（横山ビジターセンター）
• 鳥羽ビジターセンターを鳥羽マリンターミナル１階に

移転。 （R3年9月）【 伊勢志摩国立公園協会】

• 伊勢志摩国立公園の利用に関する情報提供を行うデジ
タルサイネージを設置。（R5年3月設置）【環境省】

スナメリレプリカ展示

• 横山ビジターセンターの展示リニューアル （2022年3

月供用開始）。デジタル展示やユニボイスコードによ
る多言語紹介を整備。【 環境省】

• ビジターセンター職員への英語研修、自然ガイド研修
等。【伊勢志摩国立公園自然ふれあい推進協議会】

• 天空カフェテラスで早朝ヨガを実施。【伊勢志摩国立
公園自然ふれあい推進協議会】

【写真：令和６年度伊勢志摩国立公園地域協議会第２回協議会資料】【写真：環境省HP】
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４）景観改善

取組数 着手済み
着手済みの
取組％

主体数（のべ）
着手済み主体（の

べ）

着手済み主
体％

30 25 83% 39 30 77%

取組例（中部地方環境事務所）

【出典：令和６年度伊勢志摩国立公園地域協議会第２回協議会資料】

伊勢志摩国立公園SUP2025 景観改善
●SUP2025記載内容
• 景観計画や三重県屋外広告物条例に基づく違反屋外広告物等の適正化、大規模太陽光

発電施設の開発に対応した条例の制定、景観計画の策定と同計画に基づく眺望景観や
歴史的景観の保全活用のための重点地区指定を進めるとともに、伊勢志摩国立公園管
理計画の適正な運用により景観を保全します。

• 海岸漂着物対策、樹木の通景伐採、空家対策の取組を推進します。

取組例（鳥羽市）

【出典：令和5、6年度伊勢志摩国立公園地域協議会資料】

 空家等に関する対策を総合的かつ計画的に実施する
ために策定した「鳥羽市空家等対策計画」を推進す
るため、三重県鳥羽市の空家紹介サイト『鳥羽市空
き家バンクサイト』を開設し、情報発信の強化を行
うことで、所有者と利用希望者のマッチング及び空
家の利活用の促進を図った。

 「空き家改修体験ツアー」を芝浦工業大学の学生と
鳥羽なかまちエリアの地域の人たちが取り組み、地
域の活性化と景観阻害建築物の抑制を図った。

 英虞湾において景観を阻害している漁業系漂着ごみの
回収処分を実施。

海岸漂着物の回収処分
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景観改善の取り組み例（条例等の充実）
＜自治体の取組例＞
• 鳥羽市が景観行政団体となり、鳥羽市景観計画を策定（R3年4月）
• 太陽光発電施設の設置に関する景観形成ガイドラインの策定（三重県、

R4年3月）
• 三重県無電柱化推進計画の策定（2021〜2025）

＜国の取組例＞
• 伊勢志摩国立公園管理計画書の

改定（令和5年7月）

【出典：令和5年度伊勢志摩国立公園地域協議会資料】

【出典：鳥羽市HP】
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景観改善（通景伐採）

中ノ磯展望台
（南伊勢町：R6取組報告）

近畿自然歩道（朝熊山金剛證寺
への道）（伊勢市：R6取組報告）

パールロード
（環境省・三重県：R6取組報告）

音無山（伊勢市：R6取組報告）

横山園地
（環境省：R6取組報告）

安乗崎園地
（志摩市：R6取組報告）

登茂山園地
（志摩市：R6取組報告）

たちばな展望台
（南伊勢町：R6取組報告）

南海展望台
（南伊勢町：R6取組報告）

横山～迫子間の近畿自然歩道沿い

見江島展望台
（南伊勢町：R6取組報告）

【出典：令和5、6年度伊勢志摩国立公園地域協議会資料】 43



５）エコツーリズムの推進

取組数 着手済み
着手済みの
取組％

主体数（のべ）
着手済み主体（の

べ）

着手済み主
体％

34 29 85% 39 32 82%

伊勢志摩国立公園SUP2025 エコツーリズムの推進
●SUP2025記載内容
• 伊勢志摩国立公園エコツーリズム推進協議会が主体となって、エコツーリズム推進全

体構想を作成するとともに、本協議会の運営体制の強化を図ります。
• 伊勢志摩国立公園の魅力を活かしたプログラムの磨き上げを行い、キラーコンテンツ

として国内外にその魅力を発信します。
• また、伊勢志摩国立公園の自然や文化、国立公園の価値や意義について学び、国立公

園に対して誇りを持てるような教育プログラムを提供することで、多くの人々の共感
を生み出し、資源を守り活かし続けられるよう取り組みます。

エコツーリズム推進全体構想に代わり策定した「伊勢志摩国立公園自然体験活動促進計画」が令和6年7月16日に環境
大臣から認定されました。（R6.4.1〜5年間）

取組例（伊勢志摩国立公園エコツーリズム推進協議会）

 エコツーリズム推進全体構想に代わり策
定した「伊勢志摩国立公園自然体験活動
促進計画」が令和6年7月16日に環境大臣
から認定されました。（R6.4.1〜5年間）

【出典：令和6年度伊勢志摩国立公園地域協議会資料】

 国立公園アドベンチャートラベル展開事業に採択さ
れ、富裕層や準富裕層をターゲットとした「海女と
潜るツアー」や「鯛と泳ぐツアー」など5つのバリア
フリーコンテンツの造成を行った。

鯛と泳ぐツアー、カヤック釣りツアー、海女と潜るツアーなど
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漁師のいるゲストハウス
まるきんまる

（南伊勢町）

海島遊⺠クラブ
（鳥羽市）

合同会社遊ばんせ
（志摩市）

自転車の旅伊勢志摩
（志摩市）

海女小屋はちまんかまど
（鳥羽市）

サニーコースト
カヤックス
（南伊勢町）

【出典：Experience In Ise-Shima HPより】

伊勢志摩国立公園エコツーリズム推進協議会 参加事業者（事務所位置）

志摩自然学校
（志摩市）

伊勢志摩ツーリズム
（伊勢市）

Kabuku Resort
（志摩市）

かつおの天ぱくいぶし小屋
（志摩市）
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「自然や文化資
源を活かした体

験（エコツ
アー）の受け入
れ人数が20年前
と比べて約4倍に
増加し、実施本
数も10倍以上に
伸びた」との声
も（出典：R6伊
勢志摩ビジョン
検討アンケート

回答）



伊勢志摩国立公園SUP2025 重点施策・集中的取組以外

【出典：国立公園満喫プロジェクト有識者会議
（第18回）資料】 46



マスタータイトルの書式設定
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• 地元の宝や
• みんなに自慢できる場所
• 世界中から来てくれるのがう
れしい

「横山展望デッキの改修やカ
フェの設置により、以前より
も観光客が増えた」という声
あり
実施されてよかったと思う取
組に「横山展望台再整備」が
複数あげられた
（出典：R6伊勢志摩ビジョン
検討アンケート回答）

【他の展望台の再整備】

木もれ日/そよ風テラス

【二次交通の改善】

志摩Maasの実証実験

【環境保全対策の推進】

横山VC／カフェ

【英語ガイドの育成】

英語研修

【イベントの実施】

天空ヨガ

【情報提供の⼀元化】

デジタルサイネージ

【多言語化】

標識の多言語化（QRｺｰ
ﾄﾞ）

【クルーズ船乗客の誘致】

乗客のガイド

プラスティック
削減

RE100

【横山天空カフェテラスの整備】
【⺠間のカフェの導入／地場産品
を活用したメニューの提供】

利用者数増加
滞在時間が増加

SUP2020の成果例

「横山天空カフェテラス」の整備を核とした横山集団施設地区の
⼀体的な魅⼒向上
横⼭から望む英虞湾の優れた景観を最⼤限に活かした、魅⼒ある利⽤空間の整備を図り、その
魅⼒を⼗分に満喫できる上質な時間を提供することで、付加価値の⾼い新たな魅⼒を創出

【二次交通の改善】
• ぐるっと志摩周遊支援事業横山VIEWタクシー運行
• 志摩周遊観光バスしまーる号運行

SUP2025の成果例

魅⼒の継続・インナーブランディング及び
ブランディング効果

【施設の充実】
• カフェの収益の⼀部を引き続き施設の充実（修景伐

採等）や維持管理に充当
• 質の高い、快適で環境保全に配慮された利用者負担

の仕組みを検討

【VC機能強化】
• 横山VC展示改修
• 横山VCHP作成
• 伊勢志摩らしい物販強化

• 取材したい
• 記事に掲載したい



マスタータイトルの書式設定
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５．昨年度のアンケート結果（抜粋）
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昨年度の振り返り：アンケート調査結果

■伊勢志摩国立公園ビジョン検討のためのアンケート調査
結果概要

ビジョン検討に資するため、国立公園関係者の10〜20年程度を振り返っての
評価（現状の満足度）を明らかにし、ビジョンに盛り込むべき要素として国立
公園関係者の思いを広く収集することを目的として、アンケート調査を行いま
した。

・アンケート実施期間：令和6年8月21日〜10月7日
・対象者：伊勢志摩国立公園地域協議会構成員及びアドバイザーの皆様
・回答数：35件
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昨年度の振り返り：伊勢志摩国立公園ビジョン検討のためのアンケート調査結果

過去10〜20年を振り返っての評価：
伊勢志摩国立公園の現状の満足度

12%

6%

9%

3%

6%

6%

33%

18%

24%

15%

27%

45%

18%

36%

30%

36%

39%

42%

21%

24%

30%

33%

15%

0%

12%

12%

3%

9%

9%

3%

3%

3%

3%

3%

3%

3%

1.1.自然資源の状態

1.2.人文資源の状態

1.3.観光施設・宿泊施設等

1.4.運輸交通関係

1.5.自然文化資源の利用状況

1.6.地域の伊勢志摩国立公園に対する認知度
の向上

満足 やや満足 どちらでもない やや不満足 不満足 不明

※1.6.は、かなり上がった、やや上がった、変化なし、やや下落した、かなり下落した、不明

■理由・意見（抜粋）
•景観や動植物など守るべき資源は⼀定⽔準の維持ができて
いる
•展望台の整備や自然資源を活かした取組みは当時より進め
られている
•伊勢神宮を中心とした自然環境が守られている
•太陽光発電施設の乱立（緑の山が失われ、海への土砂の流
入など）
•磯焼けで海藻・海草が減少し生物多様性が失われ、漁業、
海女漁に影響
•干潟減少、漁獲量の減少などの話をよく耳にするように
なった
•昔はなんでもないものと雑に扱われていた景観も、昨今で
は大切なものとしてきちんと遺していけるような意識が生
まれていると思う
•ワーケーション利用が進み、地域の人と地域外の人との交
流が増えた
•祭りや風習、地域産業は人口減少により維持が難しくなっ
ている
•人口減少により、里山の保全が心配
•海女の数が減少。海洋環境の影響からカキの閉塞死が増え
て、カキ養殖業者が減少。真珠養殖業者も減少している

N＝35

選択式
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満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満足 不明



過去10〜20年を振り返っての評価：
良い結果が得られたと思う取組

5

12

6

133

4

4

1

9

11

7

4

2

1

2

1.交通アクセスの充実

2.ビジターセンター等拠点施設の機能強化

3.景観改善

4.エコツーリズムの推進

5.ワーケーションの推進

6.案内機能の充実

7.看板・ユニバーサルデザイン等利便性の向上

8.環境配慮型受入環境づくり

9.利用拠点施設の充実

10.海女文化の保存・継承

11.広域連携の取組み

12.環境保全

13.その他

14.該当なし

不明

N＝35

複数回答可

■挙げられた具体事例等（抜粋）
•横山展望台、横山ビジターセンター、及び横山周
辺整備
•鳥羽ビジターセンター移転
•エコツーリズムの推進や自然体験の充実
•鳥羽市立海の博物館の敷地内に三重大学海女研究
センターを設置
•海女サミットの継続開催
•白滝大明神の活用
•南伊勢町の展望台付近のブランコ整備
•伊勢志摩サミット
•ゴルフ場の利活用
•多目的トイレの整備
•情報発信の改善
•答志島トロさわらのブランド化
•ワーケーション推進
•観光特急しまかぜの導入
•YoutuberやVtuberなどSNSを活用した観光客の誘
致
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昨年度の振り返り：伊勢志摩国立公園ビジョン検討のためのアンケート調査結果
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⇒自然環境・景観の保全や、文化の継承が課題として認識されている。
（⺠有地96％が特徴の、人が暮らす国立公園の姿の継承が必要）

アンケートの自由回答から、伊勢志摩国立公園に関する課題として、以下のような点が挙げられ
た。
自然環境の保全
• 磯焼け問題：海⽔温上昇などによる磯焼け。海女漁などに影響を与えるため、対策が急務。
• 太陽光発電施設：広範囲にわたる開発が景観や環境に悪影響を与える懸念される。
• 国立公園としての認識不足：住⺠や来訪者にとって、地域の価値を十分に認識できる仕組みが必要。

観光と地域の調和
• インバウンドの対応不足：多言語案内や受け入れ体制の整備が必要。
• オーバーツーリズムの懸念：過度な観光客の増加による環境負荷や地元との摩擦が懸念される。

インフラとアクセス
• 二次交通の整備不足：離島や観光スポットへのアクセス改善が必要。

文化・地域資源の継承
• 伝統文化の継承：祭りや風習を次世代に引き継ぐ仕組みが必要。
• 海女文化の保護：観光資源としてだけでなく、生活の⼀部として残していく工夫が必要。
• 地域住⺠の関与が少ない：地元の人が自然や文化に触れる機会が、観光客ほど多くない。

昨年度の振り返り：伊勢志摩国立公園ビジョン検討のためのアンケート調査結果
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６．まとめ
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■SUP2025の成果
• SUP2025の数値目標は概ね達成されたが、宿泊者数と満足度（最上位評価）が達成され
ておらず、特に訪日外国人の達成率がやや芳しくない結果となった。

• 満足度（大変満足＋満足）は、訪日外国人では50％に満たない項目はなかったが、日本
人では、現地ツアー・プログラム、公園内移動・交通手段、ビジターセンターの情報提
供、交通案内版・標識整備、遊歩道・展望台整備の項目で50％に満たなかった。

• 計画された取組のうち、重点施策・集中的に取り組む事項については、着手済の取組・
着手済の主体ともに70%を超え、国立公園全域にわたって多数の取組が実施された。

• ただし実施エリア別にみると、項目によっては50％に満たない取り組みも見られた。
• 伊勢志摩国立公園地域協議会構成員・アドバイザーの現状に対する満足度は概ね低く、

特に運輸交通関係、人文資源の状態については、やや満足を含めても20％に満たなかっ
た。

伊勢志摩国立公園SUP2025 効果検証
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■本プロジェクトで目指す将来像「至る所に存在する人と自然の結び目に触れられる
人々が寄せては返す波のように訪れる国立公園」が実現されたかどうか
• 国立公園の魅力である景観や利用環境が適切に守られている。

 景観改善の着手済取組は83％、利用者の自然景観に対する満足度は70％以上であり、概ね実現できてい
るが、協議会構成員等へのアンケート回答では太陽光発電施設が点在しているとの意見もある等課題が
ある。

• 利用者が必要とする情報や目的とする場所にストレスなくアクセスできる。
 交通アクセス等の充実の着手済取組は83％であるが、利用者の公園内移動手段・交通手段に対する満足

度は訪日外国人で約66％、日本人で45％であり、協議会構成員等の満足度も18％と低く、未だ実現でき
ているとは言えない。

• 様々な利用者にとって、国立公園の魅力に触れることができる環境が整っている。
 エコツーリズムの推進の着手済取組は85％、協議会構成員等へのアンケートでもエコツーリズム推進の

取組は良い結果が得られたとの回答が多かったが、利用者の現地ツアー・プログラムに対する満足度は、
訪日外国人で約68％、日本人で約45％であり、未だ道半ばである。

• 安心・安全・快適に滞在できる環境が整っている。
 拠点施設の機能強化の着手済取組は93％であるが、利用者の宿泊施設に対する満足度は訪日外国人で約

60％、日本人で約70％。遊歩道・展望台整備に対する満足度は訪日外国人で約63％、日本人で約45％と
道半ばである。

• 利用者の様々な目的に対応できる環境が整っている。
 ワーケーションの着手済取組は70％、新たな利用形態を受け入れる取組は進んだ。

伊勢志摩国立公園SUP2025 効果検証
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■今後の方向性
• 取組状況は今年度の取組を含め、年度末に最終的に取りまとめる
• 成果や残された課題は、今後のヒアリングや個別調整においてより精査して取りまとめ、

必要に応じてSUP2030に引き継ぐ
• 「本プロジェクトにおいて目指す将来像」の考え方やイメージ（※）は、昨年度決定し

た「伊勢志摩国立公園ビジョン」に含まれると考えられることから、 「伊勢志摩国立公
園ビジョン」に⼀本化する

伊勢志摩国立公園SUP2025 効果検証
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※将来像の解説
伊勢志摩国立公園の特徴である「人々の営みと自然が織りなす里山里

海」には、自然と調和した無数の小さな人々の営みがあり、それを「人
と自然の結び目」と表現しました。「人と自然の結び目」は国立公園の
至る所に散らばって存在しており、その結び目を求めて、多くの来訪者
が寄せては返す波のように伊勢志摩国立公園に繰り返し訪れている状態
をイメージしています。


